
2019年 6月14日

政策研究大学院大学図書館 様

エルゼビア・ジャパン株式会社

井上 淳也

j.Inoue@elsevier.com

世界最大級の抄録・引用文献データベース
www.scopus.com

文献管理ツールMendeley一部ご紹介

日本語インターフェースで
らくらく検索！

http://www.scopus.com/


2今日のゴール

• 目的に応じた(研究に適した)検索エンジンを知る。

• Scopusを使って重要論文を探すときに必要な情報を理解する。

• 研究者評価・研究者分析で得られる情報を理解する。

• ジャーナル評価指標を理解する。



3目次

はじめに - Scopusとは

Scopusをお勧めする5つの理由

1. 簡単に、必要な文献を発見できる

(検索結果のエクスポート: Mendeley紹介)

2. 簡単に、評価の高い論文を特定できる

3. 簡単に、研究テーマの分析ができる

4. 簡単に、研究者評価や研究者分析ができる

5. 簡単に、ジャーナルの検索・分析が設定できる



4Scopusとは？

① Google/GoogleScholarとの違い

 Scopus収録タイトルはオープンな情報。Scopus収録タイトルは査読誌。

世界最大級の抄録・引用文献データベース
世界5,000社以上の出版社の23,500誌以上のジャーナル
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• 論文タイトル（Title）

• 書誌情報（ジャーナルタイトル、著者名、
所属機関、出版年、巻号ページ）

• 抄録（Abstract）

• キーワード（Keywords）

• 本文

• 序文（Introduction）

• 方法（Methods）

• 結果（Results）

• 考察（Discussions）

• 参考文献（References）

Scopusとは？

② 学術論文の一般的な構造



6Scopusとは？

③ 抄録・引用文献データベース

ジャーナル
タイトル

電子ジャーナルリ
スト、OPAC

抄録DB 抄録・引用文献DB フルテキストDB

雑誌が存在する
か知る

論文が何について
書いているか知る

論文が何(誰)を
引用しているか、
何(誰)に引用さ
れているか知る

論文本文を読む、
本文を検索する

項目

対応DB/
システム

使用目的

本文

参考文献

抄録

キーワード

論文タイトル

書誌情報

具体例

被引用数に
基づいた、
論文の重み
づけ、並べ
替えが可能

世界の5,000社
以上の出版社

出版社ごとの
データベース

論文タイトル

書誌情報

抄録

キーワード

論文タイトル

書誌情報

抄録

キーワード

参考文献参考文献



7

• 全分野、複数のコンテンツタイプを網羅

• グローバルなコンテンツ収集方針

− 105か国の5,000以上の出版社

− 40の本文言語

− 日本国内のタイトルは400以上

• 7,300万レコード

• 高精度の著者プロファイル、所属機関プロファイル

ジャーナル

査読誌 23,576

業界誌 308

-オープンアクセス誌 4,157

- Articles in Press対応229,640

- MEDLINEを100%網羅

-抄録 1800年代～
-参考文献 1970年～

化学・物理・
工学

12,806

ヘルスサイ
エンス

14,264
ライフサイエ
ンス

7,128

社会科学・
人文科学

11,573

会議録数 106,000

論文数 900万

工学とコンピュータ科学を中心に
収録

ブックシリーズ 742

単行本・百科事典 195,000

- チャプター数 155万

全分野を収録、
社会科学と人文科学に焦点

書籍会議録

Scopus収録コンテンツ情報 https://www.elsevier.com/solutions/scopus/content    2018.11

Scopusとは？
④ 世界最大規模の収録範囲 全分野・各種資料タイプを網羅
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実習1 : Scopusへのログイン
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Scopusをお勧めする5つの理由

1. 簡単に、必要な文献を発見できる

(検索結果のエクスポート: Mendeley紹介)

2. 簡単に、評価の高い論文を特定できる
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10基本的な検索の流れ
① 検索の開始

検索画面選択

検索対象項目

検索履歴
組み合わせ検索

検索語を入力

英語、中国語、ロシア語インターフェースに切り替え
※ ログイン後に切り替えると、設定を記憶

期間限定、文献タイプ限定

SciValへのリンク
(別途契約要)

サポートセンター
ページへのリンク



11基本的な検索の流れ
② 検索結果画面

• 論文・著者・ジャーナルにそれぞれリンクします。

• 基本操作解説動画(日本語) http://jp.elsevier.com/online-tools/scopus/users

クリックすると
論文情報のページへ

クリックすると
著者情報のページへ

クリックすると
ジャーナル情報の
ページへ



12基本的な検索の流れ
③ 検索結果の絞り込みと並び替え

• 被引用数が多い順に並べ替えることで、重要論文から順に参照できます。

• 内訳から必要な項目を選択(チェック)することで情報を絞り込めます。

内訳から絞り込み

引用数、出版日など
で並び替え



13基本的な検索の流れ
④ 検索結果（抄録表示、フルテキストリンク）

抄録＋参考文献ページへ

抄録を検索結果内
に表示

カスタマイズリンク
（大学で設定）

出版社サイトの
フルテキストへ



14基本的な検索の流れ
⑤ 抄録＋参考文献ページ

この論文と参考文献、著者、
キーワードが共通している
関連論文

被引用数＋
この論文を引用している文献

文献引用アラート
この論文を引用した新規文献をE-mailで
通知(要ログイン) またはRSSリーダーに
配信

論文評価指標

参考文献

論文タイトル
書誌情報
抄録
キーワード
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実習2 : 簡単に、必要な文献を発見できる

Urban policy に関する論文を検索する

1. Scopus（www.scopus.com）にアクセスする

2. [検索語] 欄に検索語 ” urban policy”      を 入力し、

論文タイトル、抄録、キーワード をクリックする。

3. 最新の論文のタイトルをクリックし、抄録＋参考文献ページを表示する。

4. 抄録＋参考文献ページで各種情報（タイトル、著者名、抄録、キーワー
ド、参考文献など） を確認する

5. フルテキストの入手方法を確認する
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17基本的な検索の流れ

※ 検索結果のエクスポート

エクスポート
したい文献を
選択

Mendeley、RefWorks、EndNoteなど
主要な文献管理ツールに対応しています



18
基本的な検索の流れ

※ 検索結果のエクスポート

選択したオプション
に置き換わります

www.mendeley.com

学術論文の管理とオンラインでの情報共有を目的とした無料の文献管理ツー
ル。Windows、Mac、Linuxに対応するデスクトップ版と、オンラインでど
こからでも利用できるウェブ版を組み合わせて使用できます。iOS、Android
に対応するモバイル版もあります。

※ ID/PWは、Scopus/ScienceDirectと共通です。



19基本的な検索の流れ

※ 検索結果のエクスポート

デスクトップ版

ライブラリにドラッグ＆ドロップしたPDFから書誌
情報を自動的に抽出

ハイライト、注釈機能を備えたPDFビューア

デスクトップ版
Windows

デスクトップ版
Mac

モバイル版
iOS / Android

同期

デスクトップ版とウェブ版を同期する
ことにより、複数端末から同じ文献に
アクセスできるようになります

ウェブ版

ブラウザにWeb Importerをインストール
して、各種データベースから文献をイン
ポート

ウェブ版

デスクトップ版のライブラリの基本的な機能を
提供、PDFのドラッグ＆ドロップも可能

SUGGEST機能で、お薦め論文を呈示
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21インパクトが高い論文を調べる

① 時間軸も追える強力な引用機能

対象論文

参考文献
--------------------
--------------------
--------------------

参考文献

--------------
--------------
-------------- 参考文献

--------------
--------------
-------------- 参考文献

--------------
--------------
---------------

【未来】
対象論文を引用している文献
対象論文以降に発行された論文参考文献

--------------
--------------
-------------- 参考文献

--------------
--------------
--------------

参考文献

--------------
--------------
--------------

【過去】
対象論文が引用している参考文献
対象論文以前に発行された論文

被引用数

一般に、
引用される回数が多い論文がイン

パクトの高い重要な論文
であるとみなされます
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インパクトが高い論文を調べる

② 被引用数を評価する際の注意点

論文の被引用数の平均は、分野、出版年、文献タイプによって異なります

分野別

分野 平均被引用数（2013-2017）

データ: SciVal, 2013-2017, as of 2018.12.14

出版年別・文献タイプ別

2013-2017の文献の出版年別・文献タイプ別の平均被引用数



23インパクトが高い論文を調べる

③Scopusで確認できる論文評価指標– 被引用数に加えて

論文指標1. Field-Weighted Citation Impact (FWCI)

: 類似の論文（同じ分野、出版年、文献タイプ）と比較してどの程度引用されたか
を示す。

平均値: 1を上回る論文は、平均よりも多く引用されている。

論文指標2.被引用ベンチマーキング

: 類似の論文（同じ分野、出版時期、文献タイプ）の集合におけるランクを示す。

99パーセンタイルはトップレベルの論文で、世界の上位1％に入っている。



24実習3 : 簡単に、重要な文献を発見できる

動作確認 -1 で得られた結果を基に、被引用数が多いものを確認する

1. 検索結果一覧の右上の [並べ替え:]  から [被引用数 (多い順)] を選択し、引用
された回数の多い 順に並べ変える。

2. 被引用数の多い文献から、FWCIと被引用ベンチマーキングを確認する。
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インパクトが高い論文を調べる

④ 被引用数で並べ替える

被引用数をクリックすると、
その論文を引用している
文献リストを表示

被引用数が多い順に並べ替え



26インパクトが高い論文を調べる

⑤ 被引用ベンチマーキングとFWCI

世界平均の105.02倍のインパクト、トップ1%論文
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はじめに - Scopusとは
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研究テーマの検索結果を分析する。トレンド、第一人者、機関を特定。

検索結果の分析（グラフ化）

内訳表示・絞り込み

検索結果のページから



29実習4 : 簡単に研究テーマの分析が出来る

Urban policyに関する研究トレンドを確認する

1. Scopus（www.scopus.com）にアクセスする

2. [検索語] 欄に検索語 ” Urban policy”       を 入力し、

論文タイトル、抄録、キーワード をクリックする。

3. 検索結果一覧の上の 検索結果の分析 をクリックする。

4. [検索結果の分析] 画面で、出版年の傾向、発表論文の多いジャーナル、著者など
を確認する



30Scopusで世界の研究Topicの分析

• 論文情報のページから、研究Topicの注目度(Topic Prominence)を確認し
ます。

30

Topicとその注目度（Prominence Percentile）
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Scopusで世界の研究Topicの分析

• Prominenceという指標を用いて各Topicsの注目度をランキングしています。

− 下記の指標の組合せにより計算されています。

o 各Topicsの過去2年間に発表された文献の被引用数 （５０％）

o 各Topicsの過去2年間に発表された文献のScopusでの抄録表示回数 （４０％）

o 各Topicsの過去1年間に発表された文献のジャーナル評価(CiteScore) （１０％）

− 0から100の値をとり、100に近いほど全Topicsの上位にあることを意味します。

− 研究の過去の助成金獲得額と相関があります。

31

・・・

注目度ランキング研究Topicのキーワード

※2013-2017年



32論文の研究Topic

• 論文の研究Topicの代表的な論文、著者、キーワードを確認します。

32代表的な論文

主要著者

主要キーワード
緑は増えている
青は減っている
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34著者で検索する
① 著者識別機能 （様々な表記を 1 著者として名寄せ/区別）

業界で最も強力な
アルゴリズムによる

名寄せ処理

著者フィードバックフォームを
使ったマニュアルによる

フィードバック

著者名、E-mail、所属機関、分野、参考文献、
共著者などのマッチングに基づいて、
論文を高い精度でグループ化

アルゴリズムによる著者プロファイルとマニュア
ルによるフィードバックを組み合わせ、最も少な
い労力で最も正確なプロファイルを実現

Scopus著者プロファイル

Scopusの全文献



35著者で検索する
② 著者識別機能 （様々な表記を 1 著者として名寄せ/区別）

複数の著者プロファイルを1つに
まとめたい場合は、チェックして
著者フィードバックフォームを使用
→ 詳細はクイックレファレンスガイ
ドp.5 

著者プロファイルへ



36著者で検索する
③ 著者プロファイル

各種分析機能

・ この著者が発表した文献リスト
・ この著者の文献を引用している文献リスト
・ 共著者リスト

修正依頼は著者フィードバック
フォームから
→ 詳細はクイックレファレンス
ガイドp.5

検索アラート

この著者による新規論文を
E-mailで通知 (要ログイン)

著者引用アラート

この著者の論文を引用した
新規論文をE-mailで通知
(要ログイン)



37著者で検索する
④ 著者分析、h-index、引用分析

文献数（ジャーナル別、文献タイプ別、
出版年別、分野別）、h-index、被引用数、
共著者の情報をグラフ化して表示

h-indexとは？

著者の論文数と被引用数から導き出す評価
指標。h 回以上引用された論文が h 件あ
ることを示す。論文の量と質を1つの数字
で表す。

著者の論文のそれぞれが各年に
何回引用されたかを表形式で表示



38実習5 : 簡単に研究者評価や研究者分析が出来る

本庶 佑 （Honjo Tasuku）教授を検索し、発表論文を確認する

1. トップメニューの をクリックし、検索画面に戻る

2. タブをクリックする

3. [著者の姓] 欄と [著者の名] 欄に入力し、 をクリックする

Honjo Tasuku

4. 検索結果一覧から Honjo Tasuku (Kyoto University)  を選択する

5. 著者プロファイルページで各種情報を確認する

• 文献数、被引用数、分野など

• この著者が発表した文献リスト、この著者を引用している文献リスト、共著
者リスト

• 著者分析
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ジャーナル評価指標を確認する

① ジャーナル評価指標

あるジャーナルに出版された論文が特定の年に平均で何回引用されたかを示す

CiteScore 参考: Impact Factor

開発元 Elsevier Clarivate Analytics (旧 Thomson Reuters IP & Science)

データ Scopus Web of Science

対象期間 3年 2年 / 5年

対象文献 A = B

全文献

A ≠ B

A = 全文献
B = Citable Items (Articles & Reviews)

A A

B B

2014年～2016年に出版された論文が
2017年に引用された回数

CiteScore 2017  =        

2014年～2016年に出版された論文数

2014年と2016年に出版された論文が
2017年に引用された回数

Impact Factor 2017 =          

2015年と2016年に出版された論文数

2014 2015 2016 2017 20182013 2014 2015 2016 2017 20182013



41ジャーナル評価指標を確認する

②収録誌の検索とブラウズ

41

各タイトルのCiteScore、SJR、SNIPを確認

SJR （SCImago Journal Rank）
引用元のジャーナルの評判によって引用に重み付けす
ることにより、分野間の比較を可能にした指標

SNIP （Source Normalized Impact per Paper）
分野による引用のされやすさを考慮して被引用率を
補正することにより、分野間の比較を可能にした指標

分野
タイトル名
出版社
ISSNから指定して検索可能

[オープンアクセス・ジャーナル]
[文献数]
[引用数]
[当該分野のトップ10％]
[収録誌のタイプ]
から絞り込みが可能。

Scopus収録誌一覧を
ダウンロード可能

収録誌の検索



42ジャーナル評価指標を確認する

③収録誌詳細

CiteScore 2018

文献数、被引用数

CiteScoreランク

CiteScoreTracker 2019
2019年の速報値（毎月更新）
→ 2020年夏にCiteScore 2018として固定



43ジャーナル評価指標を確認する

④CiteScoreのランクとトレンド

CiteScore値のトレンド

ベンチマーキングの
トレンド

ジャーナルが複数の分野に分類されている場合は、
各分野のランクを確認できる
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“Education”分野のトップジャーナルから、ジャーナル評価指標がトップ25%
ジャーナルを確認する

1. トップメニューの をクリックし、収録誌リストのページを表示する

2. [Subject area] を選び、キーワード Educationを 入力し、 をクリック
する。

3. 収録誌詳細ページで CiteScore、文献数、被引用数、CiteScore Tracker 2017 
を確認する

4. タブをクリックする

実習6 : 簡単に研究者評価や研究者分析が出来る



45お問い合わせ先

• エルゼビア・ジャパン株式会社 ヘルプデスク

• Tel: 03-5561-5035

https://jp.service.elsevier.com/app/overview/scopus/
(日本語お問い合わせフォーム)

• 使い方ガイドページ(クイックレファレンスガイド)

• https://www.elsevier.com/__data/assets/pdf_file/0009/796608/scopu
s_qrg_japanese.pdf

• オンライン講習会・バージョンアップ情報

• https://www.elsevier.com/ja-jp/solutions/scopus/scopus_for_user#02

• Scopusタイトル収録の申請

• http://suggestor.step.scopus.com

https://www.elsevier.com/__data/assets/pdf_file/0009/796608/scopus_qrg_japanese.pdf


46Scopusサポートセンター
(https://jp.service.elsevier.com/app/overview/scopus/)

Scopusご利用に関しての
FAQ(よくあるご質問)と
お問い合わせ先情報が記載され
ております。

Scopusご利用について、
動画でご案内する
Scopusチュートリアルも
ご参照ください。


